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茨城県つくば市金酪吉墳の測量調査

荒 友里子

1 .はじめに

『常|窪田風土記』によれば，古代常陸i主!の地域にはその成立以前にいわゆる「国造のクニ 1)J 

が 6つ存在していたとされ，そのひとつに「筑波のクニJがある(増田ほか 1981;桜村史編纂

委員会 1982;滝沢 1994)0文献史料だけではその性格や広がりがよく分からない中，出家形成

期におけるこの地域の様相を探るためには 古墳の存在形態を把握することがひとつの手がか

りとなると言える O 筑波大学ではこれまでにこうした問題意識を背景として， r筑波のクニj

との関わりが強いと考えられる桜川流域の古墳の発掘-測量調査を精力的に行い，茨城県南部

古代地域史の研究を進めてきた(増田ほか 1982;凶tl1Jほか 1991;日高 1998)0

今回報告する金田古墳もこの桜川流域に位置する古墳のひとつであり，これまで『桜村史J

の記述などに基づいて「全長 75111の前方後円墳Jとみなされてきた(桜村史編纂委員会 1982;

石橋 2010)0どのような経緯からそうした評価が下されたのかは定かではないが，その後は下

草なとごの繁茂が激しく 現地に赴いて実際に確認することは望めないような状況が続いてい

た。しかし，最近になって地元住民の方々を i二十1心とする NPO組織の活動により，古墳の位前

する台地一帯が間伐や下草刈りによって設備され 金EEI古墳の姿を確認することも可能になっ

た。かねてより桜J11流域で、活動を展開してきた私たちの研究室では，これを絶好の機会として

捉え，金田古墳の正確な墳丘規模-形状の把握を目的とした測量調査を実施することとした。

測量;誠査は 2011年 i月 11日から 16日にかけて筑波大学人文学類先史学・考古学コースの

先史学実習(担当教員:三宅 裕)として実施され， tJ，Tの大学院生，学類生が参加した。大

学院生:荒友里子，飯塚守人，三宅 慶，学類生:大田瑞穂，佐々田光毅，庄子亮平，鈴木志野，

宮内{愛子，森川愛美， U-I本健太郎，雪丸千彩子，牧 武尊，牧野真理子，渡辺 JjJt。また，日

本学術振興会特別研究員である長谷川敦章氏からご指導 ご協力を賜った。

ll. 古墳の位置と腐辺の遺跡

i安J11は筑波LL!129麓方面から霞ヶ浦に注ぐ河-JIIであり 当古墳はその下流右岸に形成された標

高約 25111の台地縁辺部に立地する O この台地上に分布する金田西遺跡，金i王i西坪 A遺跡，九

重東 i司廃寺(河内廃寺)は，古代常陸i翠 11 郡のひとつ j可!有者，~の郡街にそれぞれ関連する遺跡

であると目されており， )11買に官街地区 正倉，仏教関連施設に相当すると考えられている O ま
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た金III古墳のすぐ南には小田氏幕下 沼尻氏の居城とされる金田城跡が位置する(第 l図)。

このように，金田吉墳が位置する台地には古代から仁jコ世にかけて連綿と地方政治のヰliiR.要所

が置かれており，この地が地勢学的にも大変重要な意味をもっていたことをうかがし寸諮ることが

できるO

桜川下流右岸の台地から微高地には 常i窪田西部地域の首長系諮を検討した滝沢誠氏が「桜

東部グループjとfI子んだ古墳が点在しており 金田古墳もこのグループに含まれる(滝沢

1994)0金i王i古墳以外には， 4世紀末葉を中心とした築造年代が想定されている上illJ天神塚(前

方後円i黄)，築造年代不明の大型円墳で、ある横[l!T2号墳，松塚 1.2号i寅(前方後円墳)などが

知られており，このうち棋!HT2号i員と松塚 i号墳ではすでに測量調査が行われているりと内

1981; E! 高 1998)0松塚!号墳ーの歴史的背景を考察した日高慎氏は その構成要素や共伴遺物

から，築造年代を 6-1主紀末と推定した。その上で，より上流の桜)111二十i流域に位置する 6t!t紀前

半の八嶋塚古墳とは築造規格が異なるのに対し 出島半島の}!iR返稲荷山古墳とは規格が一致す

る点に注巨し，桜東部グループはこの時期に桜}!II:I:J流域のグループとの関係を断絶させる一方

で， tB島半島との結びつきを強めていったと想定している(日高 1998)0

一方，桜}!Iを挟んだ対岸の新治台地(土浦市)には， 4世紀から 5世紀前半における首長の

存在を伺わせるような前方後方墳-前方後円墳は今のところ知られていなし 1。しかし，県内[Ií1~

第 1l;g] 金 III ，~， jl~の位置牟と周辺遺跡;

(1主i土地翌日続発行 2万 5千分の l地形図をJFJし、て作成)

1. 金111古墳 2. 金EElfi9遺跡 3. 金EEIi山坪 A遺跡 4. 九重東IV;J!充寺 5. 金EEItJt<跡

6. 上野天判IJぷ占有i 7. 松j家占j貫群 8. 横IIIT2 号jl~ 9. 武具八i陪古J貰 10. 武者j家，5:t貰

106 



茨城県つくば市金田古墳の測量調査

ーのJ!~庇付停を含む武具類の出土が伝えられる， 5世紀後葉の武具八幡古墳(坂出塙台 2号墳，

径 15mの円墳)が築造されたのを皮切りとして小jト、!円3斗jJ貫ながらも i自ヨをヲ1<く;副i近訓;刊リ怜3葬F判iA品;

型墳が現れるようになる O 時代は下るが，金鍋装三累環頭太刀， g，Jミ装圭頭太刀，鉄柄付ff;ln]灼な

どを出土した 7世紀末の武者塚古墳は，この小地域と中央政権との結びつきを想定させる代表

例とし 1えよう(増田ほか 1986)0

このように， 5世紀後葉ないしは 6世紀初頭という時期に，それまで古墳が築造されなかっ

た地域において，規模の割にすぐれた副葬品を出土する在j賓が出現するという現象は，列島内

の各地にも認められる O 武者塚古墳発掘者の一人である岩崎卓tl2氏は 「これを 1:1二i央政権との

結びつきの結果と捉えるならば，従来の首長とは別の政治的小首長が生まれた可能性が考えら

れるJとし，このi時期をひとつの画期として捉えている(岩崎 1989)0

m.墳丘が立地する台地の特徴と測量結果

金田古墳は桜)11の右岸に広がる標高 20mほどの台地の縁辺部に立地する O 古J賞からは桜川

両ji士の/111積低地を見渡すことができ 遠くには霞ヶiNjの土浦入りも望むことができる。金rrl-I?_I

墳の西方には小さな谷が台地を防析しているため 古墳の立地する台地は最大IIJ日約 50m，:l乏

さ約 120mの島;1犬になっている(第 212Il)。上述したようにすぐ南方には金田城跡があり，本

来南方の台地に速なる細長い舌;11¥台地が 築城の際に切断され島状になってしまったり.能性も

考えられるO実際，南方の台地の先端部には，人為的なi1iIJ平によるものとみられる直線的な庄

のラインをJ泊三とすることカfできる O

基準点の設置は，光波トランシットを使用した開放トラパース方式で行い，斗反とレ

ベルを用いて進めた。 縮尺は 100分の 1，等高線間隔は 25cmとした。 前述したように，本‘1Ji 

j震はながらく前方後円墳であると考えられてきた

第 21~ 周辺地形と金EE! ï~ï墳の位置

が，実際に現地で観察を行ったところでは円墳で

ある可能性が高いように思われた。そこで，両方

第3131 金田古墳遠景
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の可能性を考慮しつつ 詳細な測量図から判断できるよう 可能な限り広い範囲を測量するこ

とにした。

第2閣の地形図には現れていないが，この古墳のすぐ北側は大きく扶れており，その更に北

に自然地JT~ と考えられる舌状台地の先端部が残存している O この北側台地との対比から，古墳

の周囲では標高22.5m前後が自然地形での台地頂部と思われる O 円丘部は頂上(標高25m付近)

に，かつてこの古墳に対して何らかの改変行為が行われたことを思わせる小さな窪みがある O

南側は傾斜が緩く 11Z土が流出しているものと思われる O 段築やj司溝の有無は確認し難い。一

方で前方部と考えられてきた南側の様子をみると，台地の形状に沿った細かな段が標高 21.5m

付近にあるものの P=J丘の裾部と認識できる標高 23m前後とは整合せず，また古墳の形状と

しても不整形となる O したがって，この南側の部分は，台地頂部の一部と考えて矛盾はないと

考えられる O もし仮~こ前方部が後代に ì~1j平されていたとしても，そうした痕跡は円丘南側にみ

られなし ¥0

以上のような根拠から やはり現況で墳丘として認識できるのは向丘部のみである(第 4

図)。したがって本稿では，当古墳ーを円墳として扱うこととする O 標高 23mの等高線周辺を墳

裾として墳71~規模を求めると，直径はおよそ 20m，高さは 2m 強となる O

N. 伝出土遺物

金EEI古墳からは長さ 90cmの鉄万 i仁1，石製模造!日14点が出ゴこしたと伝えられており，現在

はつくば市ー桜歴史民俗資料館に保管・展示されている O 発掘調査によるものではないため，確

実に本古墳に伴うものなのか問題もあるが，金EEI，~，墳の年代・性格を検討する上で、数少ない手

掛かりとなることから，今i亘社!IJ量調査と併せてその観察と実測を行った。

1.鉄刀

89.5cm (刃部 85cm)，身Illffi残存部 2.7cm，厚さは背部が 7mmでi千i央部が 4mm，関部

111高は 1.8cmである(第 5¥;g¥ : 1)。遺存状態はあまり良くなく，刃部が全体的に欠けている O か

ろうじてはjが確認でき 撫角片関とみることができるが 円三造り鉄刀においてもっとも変化

に富む部分J(臼杵 1984a:50) とされる茎が完全に欠損しているため これ以上の分類は不可

能である O

しかし，関の切りこみの深さから大まかな年代は惣定することができる O 鉄刀の関はn寺代が

Fるにつれて無関から有関へ また切りこみは深くなる傾向にある O 具体的には 5世紀後半に

切りこみの深いものが現れ始め， 6世紀に入ると茎の造りの先細りが顕著になるのと相まって

?~~ ¥; ¥切りこみのものが多くなるようである(臼杵 1984b:99) 0 刀身長と身111mは4世紀代では長

さ60-80cmで細身(3cm前後)のものが多いのに対し， 6-1世紀代になると 80-100cmで111m広 (4cm

i背後)のものが多くなり，次第に長大化することも指摘されている O なお， 6世紀後半には両

側化が進む。本鉄万は比較的深い切りこみの拘f~ÉJ 関を持っと言え，尚かつ万身長は約 85cm ，

108 



60I 

1?K1ャ説 1?K1:!f.rlfil.足立早EEI苓

一一山61
lll61一一‘

一一山c(
l:1 

〉
M
M
5

ゅ
十

崎手F

A
V
E
l
l
-

M

凶ヨ
A

どd
d

3Z腿蒋n器(ρ事[早田苓出Ji)ι背i斡?五



荒 友里子

一一八一

己主二コ:。 2 

C二〉 一一

Cニニコ 一一一

ζ工仁二コ:口

仁二二〉

= 
D 

O 10cm 

くコロ
仁コ

第 5I~I 1云出土遺物

({l: : 1'=1製模造1211 イゴ.封、万)

4 

コ

o 2cm 
4一一一一一一ー-~'ー一一一一一一一一一一-1

ハU



茨城県つくば市金田古墳のiJ!I]量調査

身Illffiは3.5cmほどであったと考えられることから， 5世紀後半から 6世紀前半に年代付けられ

る可能性が高いと言える O

2. 石製模造品

金m古墳ーから出土したと伝えられる石製模造品は，いずれも滑石質の五で作られた双子し円板

3点(第 51翠:2-4，第 i表)と剣形模造品 l点(第 51"Zl:5，第 2表)である O

第 i表 双孔円板

特鍛

両面平滑，片面若手孔，縦位のliJf)犠(研腐jJi，[少なめ)

両国平滑，片面穿孔，縦f]1:の研l語(研)ft!痕少なめ)

両国平滑，片面穿孔，研磨:左上斜(IJ丹干し間)/横(反対而)

第 2 表前1j )I~i:英造 JJ1

特徴

両市平洋1"， J午前穿孔， liJf)普・左上斜(IiH孔f(iD/横(反対而)

!日]孔部陪の左 jWJ而が上部のみ ì~1J.し、ため半年しく歪んで見える

石製模造品は古墳H寺代前期後半から後HJjまでの長き

にわたり副葬品及び祭杷具として使用されてきたが，

その種類やセット関係 精粗の度合いはl時期毎の速い

が著しい。全体的には時期が下るにつれ粗製化， 31;'，核

化する傾向にある O 双孔円板と剣31;模造品は中期中頃

-後半に新たに組成に加わり 後期には石製摸造品の

主流となるが，その時期には石製模造品自体古墳から

の出土が減少してしまう(木下 1991)。

茨城県内に目を向けると，石製模造品の出土数は関

東でも上位に位置づけられるという 2)(樫村 1993)0東

日本埋蔵文化財ー研究会による石製模造品の集成を見ると，その種類に関わらず，全体的に特定

第 61-Z1i骨石製模造JZ1

の地域に分布が偏っていることがわかる O 具体的には古代郡市jの名称で那珂と信太にあたる地

域で，特に有孔円板と剣形模造品の集i二|二1)支が顕著である O 例えば両地域の集落遺跡で、出土した

有子LP=Ji笈と剣jFi葉造品は，那珂カ{446点と 49点，信太カ{147点と 72点で、あるのに対し，河

内では 6，12:と 2点である(東日本埋蔵文化財研究会 1993:5)0また，剣形模造品は全体的な出

土数i主体が少ないことも指摘されている(石)11 .キliPJ1 2007) 0 

鉄万， ~青石製有孔円板，剣形模造iElが共に出土した円墳は，これまでつくば市域内の古墳に

おいては確認されていないが 稲敷郡阿見町の実穀古墳4号墳からはセットで出土している O

曾
E
B
il
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したがって副葬品の組み合わせとしては大きな問題はないと考えられる O また，実穀古墳 4号

墳は主体部の形態や土師器から 5世紀末-6世紀初頭と年代付けられており，金田古墳の鉄刀

と石製模造品の年代観とも矛盾しなし 10

V. 金田古墳の位置づけ

本稿で検討した鉄刀.r骨石製模造品が金田古墳に帰属するものであるならば，これまでみて

きたように本古墳は5世紀後葉から 6世紀初頭に年代づけられると言える O この年代鋭自体は，

これまで指摘されてきたものと大きな速いはないが 今回の測量調査によって金田古墳が前方

後円墳ではなく，円墳であることが明らかになったことの意義は大きいと思われる O これまで

桜東部クソレープとして天神塚古墳，金田古i黄，松塚 l号墳という首長系譜の存在が想定されて

きたが(滝沢 1994)，松塚 i号墳の年代が6佐紀末と考えられるようになり(日高 1998)，今

回のiHlJ量調査で金田古墳が 5世紀末の円墳である可能性が高くなったことで，従来のような捉

え方は一度検討し直してみる必要が出てきたように思われる O 少なくともそこに連続する首長

系譜の存在を見出すことは困難であり そうなると桜東部グループという設定自体も再考して

みる必要があるかもしれない。

すでに述べたように，金 l王ll~:ï墳にほど近い前方後円墳の松塚 i 号墳には， 6世紀末という年

代が与えられている o 1ヨ高氏は復元検討の結果，松塚 l号i黄の規格はlf!J島半島の風返稲祷山古

墳に対し 4: 5の比率の相似墳であることを指摘し，これは 6世紀末頃に桜東部グループが出

島半島地域との繋がりを強めた結果ではないかと想定している(日高 1998)0 このような文脈

に金田古墳を組み込むと，日高氏の言う「出島半島との繋がり j が強まる~~)、の円墳というこ

とになる O 加えて黄の築造が希薄で、あった 5世紀前日仁iコ頃よりも後に築造されたというこ

とにもなる O

ここで，円墳であることがl明らかになった金田吉墳の性格を考えてみると，岩崎氏がその存

在を指J高した「従来の百長とは別の政治的小首長Jが桜東部地域においても出現したことを示

すと理解することもできるかもしれなし 1。そのような古墳の典型は，対岸の台地|二lこ位置する

武具八幡塚古墳である O 金13::1古墳と武具八11J番塚古墳の築造された政治的背景が同様のもので

あったとは限らないが，低地を見下ろす台地上という立地にみられる共通性や河内地域で、は稀

な種類の石製模;造品を伴うことなどから，このような可能性も指摘しておきたい。また， 6 ttt 

紀に入るとこの地域では群集i黄の築造が活発化するとみられている O 金11:1古墳はそうした群集

墳が造られるようになる契機の吉墳という側面も持つのではないだろうか。
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方々 ，調査)JJjlll]1:11に様々 な{史浩:をj;gjっていただいた稲葉浩吉氏に改めて感謝q;1し上げます。
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註

1 )律令制下のと区別する意味で「クニjと表記した滝沢氏の意向に従う。

2 )ただし，集落遺跡から出土したものが大多数を占める O 石*~模造品がru土するのは，古墳よりもむし

ろ集落や祭杷遺跡からであることが多い。
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